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m比較級
知 Bを比べて、一方が他方よリも上如力‘下如力‘を I¥ Iリキリさせる表現を
(1. )と＼＼し＼.. (2. )が基本的な形と認．I

I 血ね(|. r私は背が高い..J /He (s 訓． r彼は皆が嵩＼ \_J 

• I 四拉(|吋than he 認謳1. r私は彼よリ背が裔 9 」
• ｮ ① 

I o.m 諏（ほ廿m he(is)farr r加n... ぶ5. 」
①ダブる®•憂氾（3. )/ を表し、後ろにはSVが
®2回目の（＃． ）は省略してもよい！ 1 ＜否。

工叩 swim 函t. / Torn can swim 秘st.
• I can swr'm 函ぽ如n Tom. ←諺stl紗如韓略

ｮmn swimも同じV如で省略

※くだけた表現だと、thanの後ろは (6. )になる。
He Is younget-柏an me. r彼は私よリ若山

回比較級の作リ方
①原綾［我のままの形］に和まま (7. )をつける。

ね((→tu（ほ hlgh→ h磨her 出→ older your13 →youn西

®語尾が(8. )で珈lぷ：（？． ）をつける。
l唸e→ [a祖- wicAe• WI年

®短舟音＋子音字1つで終わる語は子音字を重ねて (10. )をつ啜。
big •(I 1.)  hat•(f.2.) 

ｮ (13. )で終わる語は、yを（r¥. ）に捻。
幻y→(t;:)向PY→ (16.) busy• (lr) 

®晏揺[2,3音帯以上］の語、語尾が(I8. )で終わる語（~.(19.. )をつ9哀。
in·証•est•ihgr 4輝

in固写ing→ （勾． ) s（ow加→(.2r._.. ) 
t oHy lさ例外！



回不規則変化の比較級
goo護） r良い.J面l 奮健康で.JoJ:手にJ→（笠． ) 

如這恵\.. b叫(y靡咋くJ i(1 砲）淑瞑(/).J紛賽「→（お ) 

m叫y®偽くの.J®r:偽くの迄→（％． ) 

much ⑮渤量の足玲量®紐→（お． ) 

l ittle 鬱少しの』扉少し.J -•(26. ) 

I have more 如に由o.n him. r私ぽ彼よリ本を今ぐ持てい恣」

囚迂すべき比較綴の用法 、他にもyet· stillｷ Q latがある
®比較級を強調す甜寺は比較綴の飴に(.27. )をつl怒！
lt wi ((be 函 ho廿吋加rorrow. re月8はさらにもよと薯くなるだろうJ

逆に r少し」と差が小さいことを表す場合は（.2S. ）・（匁 ）を使う。

Tom is a (itt(e 訓的加n M侮．「トムはマイクよリ少し沓が高い_J

•X数吟さを強調する蒔lす (OO. )で表すl
I have many more 如に加n yo{;(do. r ~麟りももっと尽さM滋

持誼.J

①聴知差を表したい時は、比較緩の前に (31. )を表す語句を置く。
l am 祐函 mrs o|der 加n he. r私は彼ょリ3歳年上閲
= l am o er than he （四．）枷ree 芦ts.

③ ,.A砂 Bの方が好き.Jと言碩時は (33. )を使う。
I like dogs 届面加n C年． r私はネコよリ大‘の方が好き足

®2つのもnを比六‘て r~ちらがよリ～力‘ょ濯釈とき（さ（袂． ）で
表す。人の場合は（お． ）で表す。
Which do you (i知 be命r, Jogs or co.お？ rネコと大だちらが配翫

回比較の構造
女加mの後ろ lさダブらない習玲だけ残し、 (36. ) f 

折mの前とダサ港とこラ［さ (37. ) • (38. )で省略！
She isbe出汗は杞nn(s 柏an he (IS}. r彼咋破よリテニズが得意怠
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